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新
型
肺
炎(C

O
VID

-19)

が

猛
威
を
振
る
い
、中
国
で
は
多
く

の
感
染
者
・
死
者
が
出
て
い
る
。

我
が
国
で
も
国
内
で
の
感
染
が

確
認
さ
れ
、残
念
な
こ
と
に
亡
く

な
る
方
も
出
た
。
元
々
は
中
国
の

一
部
の
地
域
で
発
生
し
た
人
畜
共

通
感
染
症
の
一
つ
が
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
急
速
に
世

界
中
に
広
が
っ
た
と
い
え
る
。
潜

伏
期
が
長
い
こ
と
や
、感
染
し
て

も
無
症
状
で
あ
っ
た
り
、倦
怠
感

と
い
っ
た
非
特
異
的
な
症
状
の
み

で
あ
る
こ
と
も
多
い
た
め
感
染
防

止
対
策
が
と
り
に
く
い
こ
と
も
感

染
が
広
が
っ
た
理
由
ら
し
い
。
多

く
の
感
染
者
が
発
生
し
た
ク
ル
ー

ズ
船
内
で
の
隔
離
と
い
う
手
段

も
適
切
で
あ
っ
た
か
検
証
が
必
要

だ
ろ
う
。
ま
た
、新
型
肺
炎
に
よ

り
公
衆
衛
生
的
な
面
の
み
で
な

く
経
済
や
文
化
な
ど
に
も
大
き

な
影
響
が
出
た
。
観
光
業
の
被
害

は
甚
大
だ
し
、生
産
や
物
流
に
お

い
て
も
大
き
な
経
済
的
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
日
本
は
新
型
肺
炎

の
感
染
危
険
地
域
と
し
て
、中
国

以
外
の
国
か
ら
の
日
本
へ
の
渡
航

客
も
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
。
今

年
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
一
方
で
、
真
偽
の
ほ

ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、新
型
肺
炎

の
流
行
に
よ
り
手
洗
い
や
マ
ス
ク

着
用
が
励
行
さ
れ
、今
年
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
新
型

肺
炎
に
関
し
て
も
有
効
な
ワ
ク

チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
基
本

的
な
感
染
予
防
策
の
励
行
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、中
国
以

外
で
の
死
亡
者
数
は
少
な
く
、基

礎
疾
患
や
高
齢
な
ど
の
リ
ス
ク

を
有
す
る
患
者
を
除
け
ば
比
較

的
軽
症
で
あ
る
と
の
報
告
も
あ

る
。
過
敏
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う

情
報
を
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
し
、正
し

く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

  （
H
）

を
提
供
出
来
る
よ
う
に
、医
師
・

歯
科
医
師
の
権
利
と
医
療
経
営

の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

香
川
県
保
険
医
協
会
で
は
主

に
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
学
術
面
を
は
じ
め
、
医
療
制

度
・
社
会
保
障
・
社
会
情
勢
な
ど

の
講
演
会
や
討
論
会
を
開
催
し
、

保
険
医
が
抱
え
る
様
々
な
悩
み

に
対
応
す
る
取
り
組
み
。

②
診
療
報
酬
改
定
や
介
護
報
酬

制
度
の
説
明
会
。
ま
た
指
導
・
監

査
の
改
善
の
た
め
に
、
四
国
厚

生
支
局
と
交
渉
。

③
医
療
経
営
の
安
定
の
た
め
に

税
務
相
談
や
国
税
局
と
の
交
渉
。

④
医
療
制
度
・
社
会
保
障
制
度

の
改
善
と
、平
和
・
民
主
主
義
を

守
る
運
動
へ
の
参
加
。

⑤
文
化
に
親
し
み
、
会
員
の
交

流
を
図
る
た
め
親
睦
旅
行
や

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

⑥
保
険
会
社
各
社
に
協
力
を
頂

き
、
利
回
り
の
良
い
保
険
医
年

金
を
運
営
。

　

医
療
改
革
運
動
の
要
と
な
る

医
師
・
歯
科
医
師
の
組
織
が
保

険
医
協
会
で
す
。
多
く
の
先
生

万
の
ご
入
会
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

7
千
人
以
上
の
医
師
・
歯
科
医

師
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
医
協
会
で
は
、
国
民
の

健
康
権
と
受
療
権
を
守
る
た
め

医
師
・
歯
科
医
師
が
良
い
医
療

　

保
団
連
第
49
回
定
期
大
会
に

て
2
つ
の
部
門
で
香
川
協
会
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
第
1
部
門

は
歯
科
開
業
医
会
費
会
員
増
加

数
が
年
間
7
人
で
第
3
位（
1
位

東
京
61
人
、2
位
兵
庫
県
24
人
）、

第
2
の
部
門
は
年
間
歯
科
組
織

率
上
昇
が
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
で
第

1
位（
2
位
兵
庫
0
・
9
1
0
、3

位
石
川
0
・
9
0
9
ポ
イ
ン
ト
）

で
し
た
。
2
つ
の
部
門
で
表
彰

さ
れ
る
と
い
う
栄
誉
に
輝
い
た

の
で
す
が
こ
れ
も
ひ
と
え
に
香

川
協
会
歯
科
理
事
を
中
心
に
研

究
会
、セ
ミ
ナ
ー
、講
演
会
な
ど

旺
盛
な
活
動
を
通
じ
て
会
員
数

の
拡
大
に
努
め
て
き
た
成
果
が

実
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
診
療
報
酬
改
定

を
控
え
3
月
22
日
に
歯
科
、
29

日
に
は
医
科
点
数
説
明
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
多
く
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
会
員
増
の
取

り
組
み
の
好
機
と
し
た
い
も
の

で
す
。
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な

る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

は
、
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
や

社
会
保
障
改
善
に
向
け
て
の
今

後
の
活
動
方
針
が
提
起
さ
れ
、

活
発
な
討
論
後
に
は
医
療
・
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
決
議

と
、金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」の
即
時

解
消
を
求
め
る
特
別
決
議
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
香
川
県
保
険
医
協
会

理 

事
　
白
井 

広
樹

　

香
川
県
保
険
医
協
会
理
事
の

白
井
と
申
し
ま
す
。
私
は
平
成

16
年
に
高
松
市
で
歯
科
医
院
を

開
業
い
た
し
ま
し
た
が
、
開
業

当
初
よ
り
保
険
医
協
会
に
入
会

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
協

会
に
入
会
し
て
感
じ
た
メ
リ
ッ

ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
に
学
術
的
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
香
川
県
保
険
医
協
会

で
は
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
が
年
30

回
以
上
開
催
さ
れ
て
お
り
、臨
床

的
知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
大

変
役
立
ち
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に

は
医
科
歯
科
横
断
的
な
物
も
含

ま
れ
て
お
り
、こ
れ
は
保
険
医
協

会
な
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
各
種
情
報
の
共
有
で
す
。

例
え
ば
診
療
報
酬
改
定
時
に
は

点
数
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
後
も
会
報
や
各
種
出
版
物
、

2
次
点
数
検
討
会
を
通
じ
適
宜

診
療
報
酬
に
関
す
る
情
報
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
税
務
や
法
律
等
に
関
す
る

情
報
も
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

や
会
報
な
ど
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

最
後
に
厚
生
面
で
す
。
協
会

で
は
会
員
限
定
の
保
険
医
年
金

や
休
業
保
障
、
グ
ル
ー
プ
生
命

保
険
等
の
共
済
制
度
が
充
実
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
保
険
医
協
会
へ
の
ご
入

会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

１
月
25
・
26
日
の
両
日
、
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
）

に
て
、
第
49
回
保
団
連
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
大
会

代
表
１
４
２
人
と
事
務
局
な

ど
３
３
１
人
が
参
加
し
、
香
川

協
会
か
ら
は
田
中
眞
治
大
会
代

表
・
阿
部
正
信
大
会
代
表
の
2

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で

　

先
生
方
の
、
国
民
の
命
と
健

康
を
守
る
日
頃
の
診
療
活
動
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

保
険
医
協
会
は
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
を
組
織
し
、10
万
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保
団
連
第
49
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
る

香
川
県
保
険
医
協
会
へ

　
　
　
　

ご
入
会
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
保
険
医
協
会

理
事
長
　
太
田 

展
生

保
険
医
協
会
・
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

ストップ患者負担増署名にご協力ください

歯
科
年
間
組
織
上
昇
率
１
位
・

　

会
員
数
増
加
３
位
で
ダ
ブ
ル
受
賞

田
中 

眞
治 

大
会
代
表

住江保団連会長から表彰されました
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昨
年
12
月
12
日
、
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
各
協
会
役
員
・
事
務

　

２
０
１
９
年
12
月
19
日
木
曜

日
に
高
松
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
保
険
医
協
会
主
催

の
厚
労
省
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
小
西
輝
佳
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所
の
小
西
輝
佳
先

生
で
、
医
療
機
関
で
使
え
る
厚

生
労
働
省
の
助
成
金
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
内
容
と
し
ま
し
て

は
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
、

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
、ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
、

業
務
改
善
助
成
金
、
時
間
外
労

　

ボ
ジ
ョ
レ 

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
解
禁

に
合
わ
せ
て
、
香
川
県
保
険
医

協
会
主
催
「w

in
e

 &
 ja

zz 
live

 p
arty

」
が
、
11
月
21
日

午
後
７
時
よ
り
高
松
市
丸
亀
町

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
スS

O
 N

IC
E

に
て
開
催
さ
れ
た
。
太
田
理
事

長
ご
夫
婦
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
会
場

は
満
員
御
礼
と
な
っ
た
。

　

太
田
理
事
長
の
ご
挨
拶
と
乾

杯
の
ご
発
声
に
引
き
続
き
ボ

ジ
ョ
レ
ワ
イ
ン
が
料
理
と
と
も

に
次
々
と
テ
ー
ブ
ル
に
用
意
さ

れ
た
。

　

昨
年
の
ア
ン
コ
ー
ル
を
受
け
、

ゲ
ス
ト
演
奏
者
に
会
員
の
横
井

徹
先
生（
横
井
内
科
院
長
）
と

西
川
清
理
事
を
お
迎
え
し
、
ト

　

19
年
11
月
７
日
、12
月
５
日
、

19
時
20
分
か
ら
20
時
40
分
ま
で
、

局
と
保
団
連
事
務
局
な
ど
13
名

が
、
四
国
厚
生
支
局
と「
指
導
」

の
改
善
を
求
め
て
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

　

昨
年
6
月
に
行
っ
た
四
国
内

の
開
業
保
険
医
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
反
映
し
、
⑴
高
点
数
を
選

定
理
由
に
す
る
集
団
的
個
別
指

導
、個
別
指
導
の
廃
止
、⑵
指
定

更
新
時
講
習
を
充
実
し
集
団
的

個
別
指
導
を
廃
止
す
る
こ
と
、

⑶
個
別
指
導
に
つ
い
て
10
項
目

の
改
善
事
項
を
上
げ
、
交
渉
に

先
立
ち
事
前
に
要
望
書
を
提
出

し
て
い
ま
し
た
。

　

交
渉
は
そ
の
回
答
を
貰
い
な

働
等
改
善
助
成
金（
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
導
入
コ
ー
ス
）な

ど
の
各
助
成
金
の
概
要
、要
件
、

留
意
点
、
支
給
ま
で
の
流
れ
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成

金
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
、
要
件
が
複
雑
だ
っ
た

り
、
年
度
に
よ
り
変
更
も
あ
る

た
め
、今
回
、復
習
す
る
意
味
も

か
ね
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
西
先
生
の
ご
説
明
は
わ
か

り
や
す
く
、ま
た
、必
要
な
要
件

の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
押
さ

え
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

助
成
金
の
財
源
が
雇
用
保
険
の

た
め
、
労
働
者
が
い
か
に
安
定

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
か
を

社
会
情
勢
に
応
じ
て
決
ま
っ
て

い
く
た
め
、
変
化
が
激
し
い
の

で
、
最
新
の
情
報
を
し
っ
か
り

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
ま
た
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

（
高
松
市　

樫　

圭
一
）

ロ
ン
ボ
ー
ン
と
サ
ッ
ク
ス
、
そ

し
てso nice

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
るJazz 

live

を
聴
き
な
が
ら
の
楽
し
い

会
食
と
な
っ
た
。

　

横
井
先
生
の
秀
逸
な
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
演
奏
に
は
皆
さ
ん
酔
い

し
れ
、
演
奏
の
合
間
に
来
年
の

live

の
約
束
を
取
り
付
け
る
一

幕
も
見
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
が
、

横
井
先
生
の
紳
士
的
で
謙
虚
な

演
奏
ス
タ
イ
ル
が
今
年
も
印
象

的
で
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
西
川
先

生
の
演
奏
で
は
、「
ピ
カ
イ
チ
の

漫
談
技
術
」
と
今
年
新
し
く
導

入
し
た「
高
額
サ
ク
ソ
ホ
ン
」の

２
つ
の
武
器
を
駆
使
し
て
、
観

客
を
引
き
付
け
る
笑
い
声
の
絶

え
な
い
盛
り
上
が
っ
た
ひ
と
時

と
な
っ
た
。

　

料
理
の
方
も
負
け
て
お
ら
ず
、

ワ
イ
ン
に
合
う
料
理
を
厳
選
し

て
提
供
頂
き
、
初
物
の
ワ
イ
ン

と
心
地
よ
い
音
楽
、
ワ
イ
ン
に

合
う
料
理
を
時
間
が
許
す
限
り

次
々
と
味
わ
い
、
自
然
と
話
も

盛
り
上
が
り
贅
沢
な
時
間
を
過

ご
し
た
。

（
さ
ぬ
き
市　

高
徳
修
一
）

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
お
い

て『
私
の
訪
問
歯
科
診
療
専
門

医
の
道
』と
題
し
て
の
２
回
コ
ー

ス
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
、
下
村
隼
人
先

生（
下
村
歯
科
医
院
院
長
、日
本

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
会
・
認
定
士
、香
川
県
県
立

保
険
医
療
大
学
・
非
常
勤
講
師
）

で
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
歯
科
に
対

す
る
訪
問
歯
科
診
療
へ
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
性
を
持
ち
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。「
キ
ュ
ア（
治
療
）」

だ
け
で
は
な
く「
ケ
ア（
支
援
）」

の
考
え
を
持
ち
患
者
の
生
活
の

場
で
、
そ
の
方
の
生
活
を
支
援

す
る
い
わ
ば「
生
活
を
支
え
る

医
療
」
が
我
々
歯
科
医
師
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、歯

科
治
療
、虫
歯
予
防
・
歯
周
病
予

防
を
始
め
と
す
る
予
防
医
学
、

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
考
え
方
、
技
術
を
総

動
員
し
そ
の
方
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

先
生
は
、
勤
務
医
時
代
よ
り

約
十
年
訪
問
歯
科
診
療
の
み
で

歯
科
医
師
人
生
を
送
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
経
験
を
活
か
し
実

際
現
場
で
感
じ
、思
っ
た
こ
と
、

困
難
に
あ
っ
て
乗
り
越
え
て
き

た
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、
訪
問

歯
科
診
療
を
始
め
よ
う
と
さ
れ

る
方
か
ら
訪
問
歯
科
診
療
を
す

で
に
さ
れ
て
い
る
方
に
も
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
や
り
方
、
必

要
な
技
術
、
気
持
ち
な
ど
下
村

先
生
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。。Part1

で
は
、

こ
れ
か
ら
初
め
て
始
め
る
訪
問

歯
科
診
療
の
基
礎
的
知
識
を
中

心
に
⒈
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
・
日
本
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
。
⒉
基
本
的
な
点
数
、
訪
問

診
療
に
出
発
す
る
上
で
の
準
備

物
。
⒊
口
腔
ケ
ア
と
口
腔
リ
ハ
・

専
門
的
口
腔
ケ
ア
と
普
及
型（
一

般
的
）口
腔
ケ
ア
。
⒋
加
藤
式

デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
・

失
わ
れ
た
歯
牙
や
歯
槽
骨
の
ス

ペ
ー
ス
に
義
歯
を
作
る（
基
礎

編
）に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。Part2

で
は
、難

症
例
の
克
服
の
コ
ツ
と
し
て
、

⒈
加
藤
式
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

ス
義
歯（
臨
床
編
）・
印
象
採
得
・

咬
合
採
得
・
人
工
歯
配
列
・
咬
合

調
整
・
顎
位
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
等
。
⒉
摂
食
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
全
身
か
ら

食
べ
る
機
能
を
考
え
る
）⒊
症

例 

⒋
生
活
を
支
え
る
医
療
を

目
指
し
て
。

　

障
害
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

熱
意
あ
る
講
演
で
、
訪
問
歯
科

診
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
現
場
で

役
立
つ
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
し
た
。
下
村
先
生
は
、
訪
問

診
療
で
患
者
さ
ん
や
家
族
か
ら

た
く
さ
ん
の
感
動
や
勇
気
を
頂

い
た
そ
う
で
す
。
患
者
さ
ん
が
、

豊
か
な
人
生
を
全
う
で
き
る

一
助
に
な
り
た
い
と
ひ
た
す
ら

日
々
精
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

（
高
松
市　

宮
脇
守
男
）

が
ら
懇
談
す
る
形
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
要
望
の
各
項
目
と
も
厚

生
支
局
側
は
丁
寧
な
回
答
・
説

明
を
受
け
た
が
、
多
く
は
以
前

の
回
答
を
確
認
す
る
も
の
と
な

り
、
前
回
交
渉
か
ら
大
き
く
変

わ
っ
た
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
懇
談
を
毎
年
行

い
厚
労
省
に
保
険
医
の
意
見
を

つ
た
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

終
了
に
あ
た
り
香
川
協
会
の

太
田
理
事
長
は
、「
有
意
義
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
た
。

共
有
の
テ
ー
マ
で
あ
る
保
険
診

療
・
請
求
を
正
し
く
行
う
と
い

う
こ
と
で
懇
談
で
き
た
。
医
療

は
変
化
し
て
い
る
。
患
者
と
医

師
の
関
係
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
医
療
の
変
化
に
考
慮
し
て

厚
生
行
政
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
」の
述
べ
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
個
別
指
導
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
」
及
び
厚
生
支
局
へ
の
要
望

内
容
に
つ
い
て
は
、
別
送
の
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
ニ
ュ
ー
ス
を

参
照
く
だ
さ
い
。

第
12
回
四
国
厚
生
支
局
交
渉
を
実
施

高
点
数
を
選
定
理
由
と
し
な
い

こ
と
等
の
10
項
目
を
要
望

厚
労
省
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

医
療
機
関
で
使
え
る
助
成
金
と
は

香
川
県
保
険
医
協
会
主
催

「w
in

e
 &

 ja
zz liv

e
 

p
a

rty

」開
催

2
回
コ
ー
ス
訪
問
歯
科
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

訪
問
歯
科
診
療
の
基
礎
知
識・

難
症
例
克
服
の
コ
ツ
を
学
ぶ
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◆
雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
に
つ

い
て

　

65
歳
以
上
の
職
員
に
つ
い
て
、

２
０
１
６
年
12
月
末
ま
で
は
、

「
高
年
齢
継
続
被
保
険
者
」
と

な
っ
て
い
る
場
合
を
除
き
適
用

除
外
で
し
た
が
、２
０
１
７
年
１

月
１
日
以
降
、「
高
年
齢
被
保
険

者
」
と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
１
２
月
末
ま
で

に
65
歳
以
上
の
職
員
を
雇
用
し

２
０
１
７
年
１
月
１
日
以
降
も

継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
場
合

も
雇
用
保
険
の
適
用
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
２
０
１
７
年
１

月
１
日
よ
り
雇
用
保
険
の
適
用

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
パ
ー
ト
で
も
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
、
本
人
は
加

入
を
希
望
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

①
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

20
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と

②
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が

あ
る
こ
と

の
要
件
を
と
も
に
満
た
せ
ば

「
パ
ー
ト
」や「
ア
ル
バ
イ
ト
」と

い
う
名
称
、
事
業
主
や
職
員
の

希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

被
保
険
者
と
し
て
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
加
入
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

 

◆
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

毎
週
違
う
場
合
は
。
ま
た
祝
祭

日
や
夏
季
休
暇
の
あ
る
週
は
。

　
「
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
」

と
は
、
就
業
規
則
、
雇
用
契
約

書
等
に
よ
り
、
そ
の
者
が
通
常

の
週
に
勤
務
す
べ
き
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
時
間
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
こ
の
場
合
の
通
常
の
週

と
は
、
祝
祭
日
お
よ
び
そ
の
振

替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
、

夏
季
休
暇
な
ど
の
特
別
休
日
を

含
ま
な
い
週
を
い
い
ま
す
。
な

お
、
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
短
期
的
か
つ
周
期
的
に
変
動

す
る
場
合
に
は
、
当
該
１
周
期

に
お
け
る
所
定
労
働
時
間
の
平

均
を
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間

と
し
ま
す
。

　

雇
用
契
約
書
等
に
よ
り
１
週

間
の
所
定
労
働
時
間
が
定
ま
っ

て
い
な
い
場
合
や
シ
フ
ト
制
な

ど
に
よ
り
直
前
に
な
ら
な
い
と

勤
務
時
間
が
判
明
し
な
い
場
合

に
つ
い
て
は
、勤
務
実
態
に
基
づ

き
平
均
の
所
定
労
働
時
間
を
算

定
し
判
断
し
ま
す
。

 

◆
定
年
退
職
者
を
再
雇
用
し
た

と
き
は

　

雇
用
保
険
で
は
、通
常
、雇
用

時
に
資
格
取
得
、
離
職
時
に
資

格
喪
失
の
手
続
き
を
必
要
と
し

ま
す
。
し
か
し
、
定
年
退
職
し
、

退
職
し
た
日
の
翌
日
か
ら
嘱
託

と
し
て
再
雇
用
さ
れ
、
事
実
上

雇
用
関
係
に
中
断
は
な
い
場
合
、

実
質
は
単
に
身
分
の
切
替
え
が

あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、資

格
喪
失
、
資
格
取
得
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

再
雇
用
し
た
際
に
１
週
間
の
所

定
労
働
時
間
が
20
時
間
未
満
と

　

前
回
改
定
で
設
け
ら
れ
た「
か

強
診
」「
歯
援
診
2
」
の
経
過
措

置
は
令
和
２
年
３
月
末
で
す
。

経
過
措
置
期
間
中
の
医
療
機
関

が
4
月
以
降
も
算
定
す
る
場
合

に
は
、
3
月
末
ま
で
に
再
度
届

出
が
必
要
で
す
。
届
出
し
な
い

と
算
定
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
手
続
き

く
だ
さ
い
。

【
届
出
書
類
】

「
か
強
診
」
…
様
式
17
の
2「
か

か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型

歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係

る
届
出
書
添
付
書
類
」
+
別
添

2「
特
掲
診
療
所
の
施
設
基
準

に
係
る
届
出
書
」

「
歯
援
診
」
…
様
式
18「
在
宅
療

養
支
援
歯
科
診
療
所
1
又
は
2

の
施
設
基
準
に
係
る
届
出
書
」

+
別
添
2「
特
掲
診
療
所
の
施

設
基
準
に
係
る
届
出
書
」

【
届
出
先
】

四
国
厚
生
支
局

〒
7
6
0
-0
0
1
9
高
松
市
サ

ン
ポ
ー
ト
３
番
33
号
高
松
サ
ン

ポ
ー
ト
合
同
庁
舎
４
階

※
保
険
医
協
会
で
は
、「
か
強
診
」

「
歯
援
診
」「
外
来
環
」「
院
内
感
染

予
防
対
策
」
等
の
施
設
基
準
の

届
出
に
必
要
な
研
修
会
を
６
月

11
日
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
保
険
医
協
会
会

報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

な
る
場
合
に
は
資
格
喪
失
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

◆
雇
用
保
険
料
は
免
除
で
す
ね

　

保
険
年
度
の
初
日（
４
月
１

日
）に
お
い
て
満
64
歳
以
上
の
被

保
険
者
は
、
短
期
雇
用
特
例
被

保
険
者
お
よ
び
日
雇
労
働
被
保

険
者
を
除
き
、
雇
用
保
険
の
保

険
料
が
被
保
険
者
負
担
分
お
よ

び
事
業
主
負
担
分
と
も
に
免
除

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、２
０
２
０

年
度
か
ら
は
免
除
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

参
考　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク「
雇
用

保
険
事
務
手
続
き
の
手
引
き
」

　

看
護
師
不
足
の
た
め
、
病

院
勤
務
し
て
い
た
65
歳
の
看

護
師
を
採
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
雇
用
保
険
は

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
。
そ
の
場
合
雇
用
保
険

料
を
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
７
月
で
定
年

を
迎
え
る
職
員
が
い
ま
す
、そ

の
後
再
雇
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、資
格
喪
失
・
取

得
の
手
続
き
は
必
要
で
す
か
。

ア
フ
ガ
ン
派
遣
は
有
害
無
益
で

す
』
と
発
言
。
派
遣
を
急
ぐ
自

民
議
員
か
ら
の
発
言
取
り
消
し

を
求
め
ら
れ
た
が
、動
じ
な
か
っ

た
。
こ
れ
ほ
ど
強
固
な
信
念
を

持
ち
、
遠
い
国
に
尽
く
し
た
医

師
を
ほ
か
に
知
ら
な
い
と
結
ん

で
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

気
に
な
る
噂

　

23
日
朝
日
投
稿
欄「
声
」に
東

京
都
の
内
科
医
師
の
投
稿
文
が

気
に
な
り
ま
し
た
。『
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
っ
た
が
、
例
年
よ
り
も
出
足

が
に
ぶ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意
接
種

な
の
で
、１
０
０
％
自
己
負
担
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
が
進

ん
で
い
る
今
、
予
防
接
種
を
わ

ざ
わ
ざ
有
料
で
受
け
ず
、
も
し

ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
て
も
無
料

で
治
療
を
受
け
た
方
が
得
、
と

い
う
。
も
し
そ
れ
が
本
当
な
ら
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
弊
害

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
子

ど
も
の
重
症
化
か
ら
守
る
予
防

接
種
の
効
果
も
理
解
さ
れ
て
お

ら
ず
、非
常
に
残
念
だ
。』

米
イ
ラ
ン
緊
迫

　

令
和
２
年
１
月
４
日
、
各
朝

刊
は「
米
、イ
ラ
ン
強
硬
派
司
令

官
殺
害
」
の
報
道
。
イ
ラ
ン
側

は
激
し
く
反
発
し
、
米
国
へ
の

報
復
を
予
告
。
直
接
の
軍
事
衝

突
に
も
発
展
し
か
ね
な
い
情
勢

で
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
指

示
で
イ
ラ
ク
首
都
を
空
爆
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
朝
日
社
説
に

は『
そ
の
中
東
近
海
に
自
衛
隊

を
派
遣
す
る
こ
と
を
、
安
倍
政

権
は
国
会
論
議
も
し
な
い
ま
ま

決
め
た
。
米
主
導
の「
有
志
連

合
」に
は
加
わ
ら
な
い
と
は
い

う
も
の
の
、
反
米
勢
力
か
ら
は

米
軍
と
一
体
と
見
な
さ
れ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。』と
論
じ
て

い
ま
す
。

新
型
肺
炎
　
感
染
拡
大

　

１
月
８
日
読
売
は
、中
国
・
武

漢
で
原
因
不
明
の
肺
炎
流
行
を

報
じ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
で
中
国

の
国
内
外
に
拡
散
し
て
い
る
状

況
が
大
き
く
報
道
さ
れ
、
大
流

行
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
報
道
さ

れ
、
今
後
も
注
目
さ
れ
そ
う
で

す
。

池
上
彰
の
新
聞
な
な
め
読
み

（
朝
日
１
月
31
日
）

　

い
つ
も
関
心
を
持
っ
て
読
ん

で
い
る
連
載
記
事
で
す
が
、
今

回
は「
桜
を
見
る
会
」に
つ
い
て

の
こ
と
。
26
日
の
毎
日
新
聞
の

記
者
に
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
記

事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
『
安
倍
晋
三
首
相
主
催
の「
桜

を
見
る
会
」の
参
加
者
に
首
相

後
援
会
の
会
員
が
増
え
て
い
る

理
由
を
地
元
で
取
材
し
た
結
果
、

首
相
の
地
元
、
山
口
県
下
関
市

を
歩
く
と
、
自
民
党
内
の
激
し

い
政
争
が
浮
か
び
上
が
っ
て
、

安
倍
派
対
林
派
の
対
立
が
あ
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
現
地
を
実

際
に
歩
い
て
み
て
取
材
す
る
。

記
者
の
原
点
を
見
る
気
が
し
ま

す
。』と
論
じ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
新
聞
は
、
特
集

記
事
が
多
く
、一
月
は
、阪
神
淡

路
大
震
災
25
年
、
新
型
肺
炎
流

行
の
記
事
満
載
で
選
択
に
苦
労

し
ま
し
た
。
来
月
も
新
聞
報
道

か
ら
目
を
離
す
こ
と
が
出
来
な

い
よ
う
で
す
。

（
東
か
が
わ
市　

三
木
登
志
也
）

中
村
医
師
、銃
撃
受
け
死
亡

　

12
月
５
日
の
各
紙
と
も
一
面

に
大
き
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

４
日
朝
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

現
地
の
人
道
支
援
に
取
り
組
む

医
師
の
中
村
哲
さ
ん
の
乗
っ
た

車
が
何
者
か
に
銃
撃
さ
れ
、
中

村
さ
ん
や
運
転
手
ら
６
人
が
死

亡
。
治
安
当
局
が
襲
撃
犯
の
特

定
を
急
い
で
い
る
と
の
こ
と
。

当
日
の
朝
日「
天
声
人
語
」
に
、

パ
キ
ス
タ
ン
西
部
の
病
院
で
住

民
の
診
療
を
始
め
た
が
、
干
ば

つ
の
猛
威
を
目
の
当
た
り
に
し

て『
飢
え
や
渇
き
は
薬
で
は
治

せ
な
い
』。
中
村
医
師
の
持
論
は

『
１
０
０
の
診
療
所
よ
り
も
一
本

の
用
水
路
』。
米
同
時
多
発
テ
ロ

の
翌
月
、
日
本
の
国
会
か
ら
参

考
人
と
し
て
呼
ば
れ
、『
当
地
の

事
情
を
考
え
る
と
、
自
衛
隊
の

「
か
強
診
」「
歯
援
診
2
」の
経
過
措
置
期
限
は

3
月
末
で
す

施
設
基
準
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

や
る
気
を
引
き
出
す
雇
用
管
理

第1４６回

65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の

適
用
対
象
と
な
り
ま
す

社
会
保
険
労
務
士
　
桂 

好
志
郎

社
保
の
コ
ー
ナ
ー（
歯
科
）

日
刊
新
聞
拾
い
読
み（
十
二
月
〜
一
月
）

2017.1.1 

2017.1.1 65歳

65歳

雇用

雇用

適用

適用

（高年齢被保険者）

（高年齢被保険者）
適用除外
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3月 医科・歯科 新点数検討会
延期のお知らせ

■歯科新点数検討会（延期）ライブ配信予定
◆ 日　時：2020年 3月22日㈰ （高松会場）

■歯科新点数検討会
◆ 日　時：2020年 9月6日㈰  9：30 ～ 12：30
◆ 講　師：田辺 隆先生（保団連副会長）
◆ 会　場：高松シティホテル2階　　◆ 定　員：50名

■医科新点数検討会（延期）
◆ 日　時：2020年３月２9日㈰ (宇多津、高松会場とも)

■医科新点数検討会
◆ 日　時：2020年 4月22日㈬ 19:00 ～ 21:00
◆ 講　師：協会社保担当理事
◆ 会　場：ホテルマリンパレスさぬき２F「瀬戸」A
◆ 定　員：100名

　香川県保険医協会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止と参加予定者の安全を考慮
し、3月22日（日）歯科新点数検討会と3月29日（日）医科新点数検討会（宇多津・高松）
の開催を延期させて頂きます。既にお申込みを頂いている皆様にはご迷惑をおかけ致し
ますが、ご理解くださいますようお願い申し上げます。
　当日配布予定の「新点数改定のポイント」（医科）と「2020年改定の要点と解説」は、開
業医会員には1冊と追加ご注文冊数を発刊次第お届けいたします。
　尚、検討会の詳細につきましては、香川県保険医協会会報、ホームページなどで随時お
知らせ致します。

●お問い合わせは　香川県保険医協会事務局まで　TEL.087-802-1335

受付／4月1日～6月25日 ● 加入日／2020年9月1日

グループ生命保険グループ生命保険グループ生命保険

会員のための共済制度

保 険 医 年 金保 険 医 年 金保 険 医 年 金保 険 医 年 金

○入会金：なし　○会費：開業医4,500円／月　○勤務医3,000円／月
お申し込み・お問い合わせは、香川県保険医協会へ　TEL.087-802-1335

予定利率 1.259％1.259％
（2020年1月1日時点の予定利率　最低保障利率）

日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー

保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください

休業保障保険医協会の
会員のための

受付／4月１日～5月25日  加入日／2020年８月１日

病気やケガでの休業に安心保障
営利を目的にしない加入者相互の助け合い共済

加入申込資格
①保険医協会の会員であること

②加入日現在、健康で加入年齢が60歳未満であること

③保険医であること

④週４日以上かつ週16時間以上業務に従事していること

⑤加入日現在健康であること

以上を全て満たしている方は加入を申し込むことができます

①最長730日の長期保障

②掛金は満期まで変わりません

③掛け捨てではありません
　加入３年以上経過後に脱退した時に

　脱退給付金をお支払いします

④自宅療養でも代診をおいても給付

⑤所得補償との重複受給OK

■本人最高保障額 5,000万円
■配偶者最高保障額 1,000万円

保険医年金６つのポイント
１．ライフプランに合わせて年金の種類を４種類から選択できます。

２．一時金としても受給可能です。

３．万一の場合はご遺族が全額受け取れます。

４．加入者数５万４千人、積立金総額１兆２千億円を超える
　 大規模年金制度です。

５．払込が困難な場合は中断制度があります。

６．急な出費にも１口単位で解約できます。

● 加入資格

満74歳までの協会会員で加入日現在健康で正常に

就業されている方（増口の場合は満79歳まで）

加入口数

○ 月　払／１口１万円通算30口まで

○ 一時払／１口50万円毎回40口まで

制度の特徴
◆断然安い保険料

　35歳男性の場合／ 5,000万円保障…月々 5,250円

　35歳女性の場合／ 1,000万円保障…月々 710円

◆最高5,000万円の高額保障

◆配偶者も1,000万円まで加入できます

◆必要保障額の見直しが容易な1年更新型

◆税法上の特典があります
（自動更新）

高い保険料を払っていませんか？
今、ご加入の保険を見直してみて下さい。

2019年度の配当率は約29％でした。

診療に役立つ書籍を無料もしくは会員価格でお送りします

開業医会員は

1冊無料

定価 4,000円

会員価格 2,000円

2020年医科点数表

改定のポイント（医科）

診療報酬常用点数早見表

（診療所用、病院用）（医科）

新点数運用Q&A

（医科）

開業医会員は

1冊無料

定価 4,000円

会員価格 2,000円

2020年改定の要点と解説

（歯科）

会員は

1冊無料

定価 1,000円

会員価格 500円

点数早見表

（歯科）

会員は

1冊無料

定価 1,000円

会員価格 500円

開業医会員は

1冊無料

定価 2,000円

会員価格 1,000円

保険診療の研究

（歯科）

開業医会員は

1冊無料

定価 8,000円

会員価格 4,000円

　

1
月
28
日
、
藤
原
副
理
事
長

と
事
務
局
は「
公
的
・
公
立
病
院

の
再
編
・
統
合
」対
象
と
さ
れ
た

県
内
の
４
病
院
の
う
ち
、
さ
ぬ

き
市
民
病
院
、
国
立
病
院
機
構

高
松
医
療
セ
ン
タ
ー
、
香
川
県

済
生
会
病
院
の
３
病
院
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

地
域
で
大
事
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
病
院
を
地
域
住
民
と

と
も
に
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
、
協
会
の
発
出

し
た
声
明
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

さ
ぬ
き
市
民
病
院
の
経
営
管

理
局
長
は
、
声
明
を
協
会
が
出

し
た
こ
と
こ
と
に
謝
意
を
表
し
、

さ
ぬ
き
市
民
病
院
は「
市
民
」の

病
院
で
あ
り
、
厚
労
省
に
あ
れ

こ
れ
言
わ
れ
る
筋
合
い
の
も
の

で
は
な
い
と
し
、突
然
、厚
労
省

が
公
表
し
た
こ
と
に
怒
り
を
感

じ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

済
生
会
病
院
の
事
務
部
長
は
、

声
明
を
医
療
団
体
が
発
出
し
て

頂
く
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
。

当
事
者
が
何
か
言
う
と「
利
益

保
護
」の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

患
者
か
ら
は「
が
ん
ば
れ
」と
激

励
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
述

べ
ま
し
た
。

　

高
松
医
療
セ
ン
タ
ー
は
院
長
、

事
務
長
と
も
に
出
張
で
不
在
の

た
め
、
医
事
職
員
に
訪
問
の
趣

旨
を
伝
え
資
料
を
渡
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
協
会
と
し
て
こ
の
問

題
に
つ
い
て
厚
労
省
や
県
の
動

向
を
注
視
し
、
地
域
医
療
を
守

る
観
点
か
ら
再
編
・
統
合
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

県
内
４
病
院

公
的・公
立
病
院
再
編
問
題
対
象

病
院
を
協
会
役
員
が
訪
問
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受付／4月1日～6月25日 ● 加入日／2020年9月1日

グループ生命保険グループ生命保険グループ生命保険

会員のための共済制度

保 険 医 年 金保 険 医 年 金保 険 医 年 金保 険 医 年 金

○入会金：なし　○会費：開業医4,500円／月　○勤務医3,000円／月
お申し込み・お問い合わせは、香川県保険医協会へ　TEL.087-802-1335

予定利率 1.259％1.259％
（2020年1月1日時点の予定利率　最低保障利率）

日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー

保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください

休業保障保険医協会の
会員のための

受付／4月１日～5月25日  加入日／2020年８月１日

病気やケガでの休業に安心保障
営利を目的にしない加入者相互の助け合い共済

加入申込資格
①保険医協会の会員であること

②加入日現在、健康で加入年齢が60歳未満であること

③保険医であること

④週４日以上かつ週16時間以上業務に従事していること

⑤加入日現在健康であること

以上を全て満たしている方は加入を申し込むことができます

①最長730日の長期保障

②掛金は満期まで変わりません

③掛け捨てではありません
　加入３年以上経過後に脱退した時に

　脱退給付金をお支払いします

④自宅療養でも代診をおいても給付

⑤所得補償との重複受給OK

■本人最高保障額 5,000万円
■配偶者最高保障額 1,000万円

保険医年金６つのポイント
１．ライフプランに合わせて年金の種類を４種類から選択できます。

２．一時金としても受給可能です。

３．万一の場合はご遺族が全額受け取れます。

４．加入者数５万４千人、積立金総額１兆２千億円を超える
　 大規模年金制度です。

５．払込が困難な場合は中断制度があります。

６．急な出費にも１口単位で解約できます。

● 加入資格

満74歳までの協会会員で加入日現在健康で正常に

就業されている方（増口の場合は満79歳まで）

加入口数

○ 月　払／１口１万円通算30口まで

○ 一時払／１口50万円毎回40口まで

制度の特徴
◆断然安い保険料

　35歳男性の場合／ 5,000万円保障…月々 5,250円

　35歳女性の場合／ 1,000万円保障…月々 710円

◆最高5,000万円の高額保障

◆配偶者も1,000万円まで加入できます

◆必要保障額の見直しが容易な1年更新型

◆税法上の特典があります
（自動更新）

高い保険料を払っていませんか？
今、ご加入の保険を見直してみて下さい。

2019年度の配当率は約29％でした。

　

保
険
医
協
会
は
、医
院
経
営

に
関
す
る
講
習
会
、診
療
報
酬

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、日
頃
の

診
療
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

研
究
会
・
勉
強
会
活
動
に
力
を

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
開

業
し
て
1
年
に
な
り
ま
す
が
、

必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

初
め
て
の
個
別
指
導
の
対
策
に

不
安
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、保
険
医
協
会
の

担
当
者
か
ら
個
別
指
導
の
留

意
点
と
題
し
た
講
習
会
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
個
別
指
導
の

留
意
点
を
ま
と
め
た
詳
し
い
テ

キ
ス
ト
を
用
意
し
て
下
さ
り
、

指
導
の
趣
旨
や
傾
向
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し

て
頂
き
、対
策
に
つ
い
て
の
ポ

イ
ン
ト
も
指
導
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
時
に
受
け
た
印
象
と

し
て
は
、協
会
の
方
々
は
開
業

医
の
味
方
に
な
っ
て
困
っ
た
と

き
に
は
親
身
に
な
っ
て
助
け
て

く
れ
る
強
い
味
方
だ
と
思
い
ま

し
た
。
お
か
げ
様
で
個
別
指
導

は
無
事
に
通
過
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
で
き
る
保

険
医
協
会
が
助
け
て
く
れ
る
と

思
え
ば
、日
々
の
診
療
も
安
心

し
て
行
え
ま
す
。

開
業
医
の
強
い
味
方
で
す

入
っ
て
よ
か
っ
た
保
険
医
協
会

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

豊
永 

慎
二
先
生

会
員
の
声

毎月１回20日発行 2020年3月20日発行 NO.423 平成13年12月26日
第三種郵便物認可香川県保険医協会会報(  )5 （  　　　 ）



・
医
療
情
勢
の
動
向
と
当
面
の

運
動
課
題
に
つ
い
て
報
告
が

さ
れ
た

・
当
面
の
課
題
と
し
て
患
者
負

担
増
ス
ト
ッ
プ
の
患
者
署
名

と
、歯
科
の
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
実

態
調
査
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た

・
第
39
回
定
期
総
会
の
日
程
、記

念
講
演
に
つ
い
て
協
議
し
た

・
公
立
・
公
的
病
院
再
編
・
統
合

リ
ス
ト
公
表
に
抗
議
す
る
声

明
を
発
出
す
る
こ
と
と
し
た

・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、共
同
の

課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た

・
協
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
保
団
連
の

会
議
、
諸
行
事
に
つ
い
て
日

程
、
内
容
、
参
加
者
を
確
認
し

た

1
月

7
日（
火
） 

歯
科
臨
床
懇
話
会

「
マ
ス
タ
ー
し
た
い
口
腔
外

科
手
術
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
の
た
め
の
基
本
／
基
礎

Ａ
t
o
Z
」管
野
貴
浩
先
生
他

（
島
根
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔

外
科 

准
教
授
）他　
〈
玉
井
歯

科
商
店
〉

10
日（
金
） 

歯
科
部
会〈
協
会
事

務
所
〉

19
日（
日
） 
歯
科
セ
ミ
ナ
ー「
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
矯
正　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
臨
床
」天
野

錦
治
先
生（
名
古
屋
市
開
業
）

〈
高
松
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
〉

23
日（
木
） 

理
事
会〈
協
会
事
務

所
〉

26
日（
日
） 

歯
科
セ
ミ
ナ
ー「
下

顎
智
歯
の
抜
歯
と
は
？
」藤
田

茂
之
先
生（
和
歌
山
県
立
医
科

大
学　

口
腔
顎
顔
面
外
科
学

講
座 

教
授
）〈
ホ
テ
ル
マ
リ
ン

パ
レ
ス
さ
ぬ
き
〉

2
月

12
日（
火
） 

歯
科
臨
床
懇
話
会

「
マ
ス
タ
ー
し
た
い
口
腔
外

科
手
術
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
の
た
め
の
基
本
／
基
礎

Ａ
t
o
Z
」管
野
貴
浩
先
生
他

（
島
根
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔

外
科 

准
教
授
）他　
〈
玉
井
歯

科
商
店
〉

14
日（
金
） 

歯
科
部
会〈
協
会
事

務
所
〉

27
日（
木
） 

理
事
会〈
協
会
事
務

所
〉

29
日（
土
） 

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

議〈
高
知
〉

　

先
日
、
保
団
連
定
期
大
会
に

大
会
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。

歯
科
の
金
パ
ラ
高
騰
に
よ
る
逆

ザ
ヤ
問
題
、
技
工
士
問
題
は
身

を
持
っ
て
感
じ
て
い
た
が
、
医

科
の
病
院
統
廃
合
の
問
題
点
等

は
殆
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
今
回
、

病
院
統
廃
合
は
地
域
医
療
の
崩

壊
、
さ
ら
に
過
疎
化
等
地
域
の

崩
壊
に
ま
で
繋
が
る
大
問
題
で

あ
る
事
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

保
険
医
協
会
は
、
医
科
・
歯
科

一
体
の
会
な
の
で
医
科
の
先
生

方
に
気
軽
に
質
問
で
き
、
逆
も

あ
る
。
会
と
し
て
、
今
後
も
医

科
歯
科
交
流
を
進
め
、
会
員
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
い
き
た
い
。

（
A
）

1
月
理
事
会

　

朝
一
番
に
、
受
験
生
を
抱
え

る
当
医
院
の
パ
ー
ト
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
っ
た
。
ど
う
や
ら
、自

分
も
子
供
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
な
っ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
学

級
閉
鎖
に
な
っ
た
の
で
、
念
の

た
め
休
ま
せ
て
欲
し
い
と
の
こ

と
。
初
め
て
の
息
子
の
受
験
に

大
き
な
不
安
と
心
配
が
あ
る
ら

し
い
の
で
、
君
も
頑
張
れ
よ
！

と
カ
ッ
コ
よ
く
励
ま
し
た
。

　

今
日
、
新
型
肺
炎
、
国
内
初

の
死
者
が
出
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
終
息

の
気
配
が
な
く
、
先
が
見
え
な

い
。
ふ
だ
ん
は
気
に
な
ら
な
い

こ
と
が
気
に
な
る
時
代
に
な
っ

た
。
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
で
、肩

が
触
れ
た
と
か
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
ボ
タ
ン
に
何
回
触
っ
た
と
か
、

隣
に
座
っ
た
人
が
小
さ
な
咳
を

し
て
い
た
と
か
。
健
康
な
人
ば

か
り
が
暮
ら
す
世
の
中
で
も
な

い
。
病
弱
な
お
子
さ
ん
や
お
年

寄
り
が
い
る
家
庭
で
は
方
々
の

薬
局
を
巡
っ
て
マ
ス
ク
が
手
に

入
ら
な
け
れ
ば
、
切
羽
詰
ま
っ

て
値
段
が
10
倍
以
上
も
す
る
の

を
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
中
に
猛
威

を
振
る
っ
た「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」

は
、米
国
で
始
ま
っ
た
ら
し
い
。

戦
地
に
向
か
う
兵
士
を
介
し

て
広
が
っ
た
。
中
立
の
立
場
を

と
っ
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
参
戦
国

と
違
っ
て
情
報
統
制
が
な
く
、

国
王
ら
の
罹
患
を
大
々
的
に
報

じ
ま
く
っ
た
た
め
に
こ
の
名
称

が
定
着
し
た
ら
し
い
。
ス
ペ
イ

ン
に
と
っ
て
は
迷
惑
こ
の
上
な

か
ろ
う
と
い
う
興
味
深
い
話
を

聞
い
た
。
感
染
症
の
呼
び
名
に

は
地
名
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
ア
フ

リ
カ
中
部
の
エ
ボ
ラ
川
、
ジ
カ

熱
は
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
に

あ
る
森
の
名
前
が
由
来
だ
。
中

東
呼
吸
器
症
候
群(M

ER
S

)

の

名
に
、
中
東
の
国
は
反
発
し
て

い
る
ら
し
い
。
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
を
嫌
う
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

W
H
O
で
は
、
２
０
１
５
年
に

地
名
や
人
物
、
動
物
に
ち
な
ん

だ
名
前
は
使
用
禁
止
に
し
た

ら
し
い
。
新
型
肺
炎
の
名
称
が

「C
O

V
ID

-19

」
に
決
定
し
た
。

国
際
機
関
で
検
討
し
た
ら
し
い

が
、「
武
漢
」の
イ
メ
ー
ジ
を
壊

し
た
く
な
い
中
国
の
影
響
が
強

い
の
か
、
百
家
争
鳴
だ
っ
た
と

い
う
。
流
石
、中
国
。

　

国
内
で
流
通
し
て
い
る
家
庭

用
マ
ス
ク
の
八
割
は
中
国
か
ら

の
輸
入
品
ら
し
い
が
風
評
被
害

も
相
ま
り
、
輸
入
量
は
激
減
し

皆
無
に
等
し
い
。
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
ー
等
で
は
既
に
品
薄
。
各

メ
ー
カ
ー
の
工
場
は
フ
ル
稼
働

で
働
く
も
の
の
、
病
院
で
さ
え

先
々
の
調
達
に
不
安
が
出
て
き

て
い
る
と
い
う
。
今
は
、
拡
散

防
止
と
、
治
療
の
研
究
が
大
切

で
は
な
い
か
。
世
界
史
に
は
、欧

州
で
ペ
ス
ト
が
流
行
し
、
人
口

が
減
少
し
た
と
い
う
。
新
型
肺

炎
を『
21
世
紀
の
危
機
』と
し
な

い
た
め
に
、正
念
場
で
あ
る
。
ま

も
な
く
四
国
に
も
上
陸
す
る
だ

ろ
う
。

　

い
ろ
い
ろ
と
書
き
連
ね
た
が

矛
盾
は
な
い
。
嘆
い
た
だ
け
で

あ
る
。
世
界
の
医
療
と
知
恵
で

い
か
に
終
結
す
る
か
・
・
・
診
療

室
の
窓
に
映
る
マ
ス
ク
姿
を
、

二
度
見
す
る
自
分
が
い
た
。

お申込・お問い合わせは、保険医協会まで。tel 087-802-1335 fax087-802-1336

歯科セミナーのご案内

症例に応じた歯科矯正用
アンカースクリューの活用

日時：	2020年3月29日(日)
	 9：30〜12：30
講師：	田中 栄二先生 他
	 （徳島大学大学院矯正学分野教授）

会場：	ホテルマリンパレスさぬき
	 （高松市福岡町2-3-4）

医科二次検討会のご案内

保険診療研究会
「新点数Q&Aレセプトの記載」

日時：	2020年4月22日（水）
	 19：00〜21：00
講師：	協会社保担当理事
	
会場：	ホテルマリンパレスさぬき
	 （高松市福岡町2-3-4）

歯科臨床懇話会のご案内

マスターしたい口腔外科手術と
インプラント治療のための

基本／基礎 AtoZ

日時：	2020年3月10日(火)
	 20：00〜21：20
講師：	菅野 貴浩先生 他
	 （島根大学医学部歯科口腔外科学講座准教授）

会場：	ホテルマリンパレスさぬき
	 （高松市福岡町2-3-4）

○法律相談　要予約
弁護士　平井功祥先生
日時　3月12日（木）午後２時〜３時半

場所　平井法律事務所
　　 （高松市丸の内7-17）

※事前に保険医協会へお申し込み下さい。
※相談時間はお一人30分程度です。
※30分の相談は無料ですが、その後は弁護

士とご相談下さい。

○税務相談　要予約
日時　3月19日（木）午後２時〜３時半

場所　佐藤克哉税理士事務所
　　 （高松市上福岡町758-8）

※事前に保険医協会へお申し込み下さい。
※相談時間はお一人30分程度です。
※30分の相談は無料ですが、その後は税

理士とご相談下さい。
※税務調査のご相談は協会まで

76

高
松
市
　
宮
脇 

守
男
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